
囲碁将棋クラブ
19：00～社公民館報

①公民館主催事業にご参加下さい TEL.0858-28-2155

色紙に書こう会
9：30～

3B書道教室
18：30～

3Ｂ体操
13：30～

版画教室
19：00～

なごもう会
13：00～

しゃぼん玉会
19：30～

公民館主催事業

すみれ会
13：30～

コールやしろ
9：50～

行事予定 サンプラー会
20：00～

HP http://社公民館.com　Email koyasiro@ncn-k.net
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主催事業

　第3回目の河本緑石歴史講座を

行います。今回は、バスに乗って現

地に出向き、緑石のことを学びま

す。みなさまの御参加お待ちして

おります。

☆日時　10月5日（木）13:30出発

☆集合場所　社公民館

＊バスの定員等がありますので、

事前に申込をお願いします。

TEL28-2155（社公民館）

河本緑石歴史講座
　“ズバゲッティ”という、編み物

をします。太めの糸で、オリジナル

のトートバッグを作ってみません

か？

☆日時　10月16日（月）9:30～

☆場所　社公民館

☆講師　クラフトハートトーカイ

　　　　倉吉店

☆材料費　1000円

☆申込〆切10/11（火）

手芸教室 主催事業

　大人気の筆文字教室を開催いた

します。筆は苦手という方も大勧

迎 !! 筆文字楽しいっ！って思える

時間になると思います！

☆日時10月25日（水）9：30～

☆場所　社公民館

☆講師　小林和子先生

☆持ってくるもの　筆ペン（ない

方は500円で購入できます）

筆文字教室

3B

3B

　

体
育
部
行
事
の
締
め
く
く
り
「
社
大
運
動

会
」
が
24
日
（
日
）
薄
曇
り
の
社
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。
結
果
は
横
田
が
圧

勝
。
町
内
運
動
会
を
続
け
て
い
る
団
結
力
の

強
い
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
今
年
は
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
行
進
に
続
い
て
県
大
会
準
優
勝
の

社
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
操
法
が
披
露
さ
れ
、

迫
力
あ
る
放
水
に
拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。

　

各
部
の
独
立
と
い
う
公
民
館
組
織
の
考
え

方
を
理
解
し
、
体
育
部
は
行
事
の
内
容
に
つ

い
て
部
内
で
よ
く
検
討
し
て
い
る
。
各
行
事

の
内
容
を
地
域
住
民
の
実
態
に
合
わ
せ
て
柔

軟
に
変
更
し
て
い
る
の
は
そ
の
成
果
と
い
え

る
。
そ
れ
で
も
、
今
回
の
運
動
会
で
は
競
技

に
よ
っ
て
不
参
加
の
自
治
公
も
出
た
。

　

少
子
高
齢
化
で
行
き
先
の
見
え
な
い
地
域

に
あ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
地
域
住
民
の

交
流
の
場
を
維
持
し
て
い
く
、
柔
軟
な
運
営

を
今
後
も
検
討
し
た
い
。

社
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
地
区
民
が

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫

P2

　

P3　やしろ五輪まつり決算

P4　ふみちゃんの突撃レポート

P5　　　　　　〃

P6　公民館主催事業

P7　社句会、社川柳会

        

オープン卓球ＤＡＹ

手芸教室 9：00～
やしろカフェ寄り処　
10：00～

健幸づくり教室
10：00～

河本緑石バスツアー
13：30～

筆文字教室 9：30～

住民スポーツ 
ファミリーバドミントン 
9:30～（社小体育館） 

花植え 9：00～

ぺっ運営委員会
19：00～

給食サービス5班
9：00～

給食サービス6班
9：00～

館長会
19：30～

民児協定例会
19：30～

東高同窓会社地区
役員会19：00～

選句会9:30～

老人クラブ10:00～ ＧＯＧＯやしろ塾
9:00～

老人クラブ10:00～ 老人クラブ13:30～

文化祭協力団体
打ち合わせ13:30～

倉吉市都市計画
説明会18:00～

やしろ健康
ハロウィンウォーク
実行委員会19:00～

食推9：00～

川柳会13：30～

国府食推9:30～
食推19:00～

福祉協力員研修
（大山）9：00～

やしろ健康
ハロウィンウォーク
8：30集合

社句会14：00～

社地区福祉懇談会
10：00～

倉吉市
選挙管理委員会 

8ページ増刊

防災対策アンケート

鳥取県中部地震から1年

自治公民館の防災への対応

優勝した国府チームの力強い綱引き 社分団の操法



　

1
9
8
2
年
、娘
が
小
学
5

年
生
の
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操

に
誘
わ
れ
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

体
操
が
終
わ
り
、
帰
り
道
、

気
分
が
良
く
な
り
少
し
走
っ

て
み
よ
う
と
2
0
0
ｍ
程

走
っ
て
み
た
ら
、
息
が
絶
え
と

て
も
走
れ
る
状
態
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
一
念

発
起
、
ス
ー
パ
ー
で
千
円
の
安

物
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

を
買
い
、
週
3
日
2
0
0
ｍ
〜

5
0
0
ｍ
と
距
離
を
伸
ば
し

て
い
き
、
1
年
後
に
は
、
堺
市

民
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
出
来
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
が

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
始
ま
り
で
す
。

　

平
成
17
年
4
月
に
住
ま
い

を
倉
吉
に
移
し
、Ｍ
ｙ
ジ
ョ
ギ

ン
グ
コ
ー
ス
を
我
が
家
か
ら

和
田
橋
・
国
府
川
堤
防
・
小

学
校
ま
で
片
道
２
・
５
キ
ロ

の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
週
3
回

早
春
の
大
山
に
向
か
い
、
5
月

頃
に
は
雉
の
姿
を
見
つ
け
追

い
か
け
た
り
、最
近
出
来
た
国

道
3
1
3
号
の
橋
の
下
に
住

ま
う
白
鳥
を
眺
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、

堺
市
で
は
味
わ
え
な
い
最
高

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

又
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
後
、
風
呂
上

が
り
に
の
ど
ご
し
ビ
ー
ル
一

杯
は
最
高
の
味
わ
い
で
す
。

　

次
回
は
、
伊
藤
陸
さ
ん（
国

府
）で
す
。

初
秋
の
日
南
町
・
日
野
町
を
巡
る

社地区文化祭の予告

　

さ
わ
や
か
な
初
秋
の
季

節
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
た
９

月
24
日
（
日
）、
社
小
学
校
で

社
地
区
大
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
社
地
区
全
18
自

治
公
民
館
が
出
そ
ろ
っ
て
、

テ
ン
ト
も
立
ち
並
び
、
多
く

の
参
加
者
で
盛
り
上
が
っ
た

運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。
選

手
の
皆
さ
ん
は
真
剣
に
、
ま

た
、
楽
し
み
な
が
ら
爽
や
か

な
汗
を
流
し
た
１
日
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

来
年
も
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
会
運
営
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く

の
皆
さ
ん
に
は
心
よ
り
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
体
育
部
長　

池
田　

進
二
）

【
総
合
成
績
】　

▽
総
合
優
勝
‖
横
田
▽
２
位

‖
大
谷
▽
３
位
‖
不
入
岡

①
リ
レ
ー

▽
優
勝
‖
横
田
▽
２
位
‖
大

谷
▽
３
位
‖
不
入
岡

②
綱
引
き
▽
優
勝
‖
国
府
▽

２
位
‖
大
谷
▽
３
位
‖
横

田
・
上
神

③
マ
ラ
ソ
ン（
小
学
生
の
部
）

▽
優
勝
‖
岡
本
蓮
汰（
大
沢
）

▽
２
位
‖
前
田
壱
成
（
秋
喜

新
町
）▽
３
位
‖
佐
々
木
潤

（
大
谷
）

④
マ
ラ
ソ
ン（
中
高
生
の
部
）

▽
優
勝
‖
石
坂
悠
真（
横
田
）

▽
２
位
‖
仲
井
竜
馬
（
不
入

岡
）▽
３
位
‖
山
崎
隼
大
（
秋

喜
新
町
）

⑤
マ
ラ
ソ
ン（
一
般
の
部
）

▽
優
勝
‖
前
田
直
樹
（
秋
喜

新
町
）▽
２
位
‖
長
谷
川
淳

（
横
田
）▽
３
位
‖
川
口
誠

（
大
谷
）

　

全
面
的
に
防
災
組
織
を
見

直
し
た
国
府
自
治
公
民
館

は
、「
住
民
意
見
交
換
会
」
を

通
し
て
見
直
し
を
検
討
し
、

①
防
災
担
当
責
任
者
部
門
を

新
設
②
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

③
各
組
避
難
場
所
・
指
定
避

難
所
を
設
定
し
ま
し
た
。
防

災
担
当
責
任
者
部
門
（
5
年

任
期
）は
、
こ
れ
ま
で
年
毎
に

か
わ
っ
て
分
か
り
に
く
か
っ

た
防
災
担
当
者
を
明
確
化
す

る
試
み
で
、
成
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
後
の
住
民
対

応
で
評
価
の
高
か
っ
た
大
谷

茶
屋
で
は
、「
い
つ
災
害
が
発

生
す
る
か
分
か
ら
な
い
中

で
、
館
長
や
役
員
を
充
て
職

的
に
配
置
し
た
組
織
で
は
機

能
し
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り

し
た
。
今
後
は
い
つ
災
害
が

発
生
し
て
も
対
応
で
き
る
も

の
に
改
変
す
る
必
要
が
あ
る

」と
し
て
、
時
間
を
か
け
て
自

主
防
災
組
織
の
あ
る
べ
き

姿
、
方
向
性
と
い
っ
た
も
の

を
現
在
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
、と
の
こ
と
。

　

な
お
自
主
防
災
組
織
の
な

い
自
治
公
で
も
、
危
機
意
識

を
持
っ
た
館
長
も
複
数
あ

り
、
今
後
は
防
災
組
織
で

リ
ー
ド
す
る
自
治
公
を
お
手

本
に
、
社
地
区
全
体
の
自
治

公
が『
防
災
に
強
い
町
』と
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
館
報
専
門
委
員
・

鈴
木
康
人
）

　

『
や
し
ろ
歩
こ
う
会
』
９
月
例
会
は
、
初
秋
の
日
南

町
・
日
野
町
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

幽
霊
滝
の
伝
説
が
残
る
滝
山
公
園
で
森
林
浴
。誰
も

が
願
う
大
金
持
ち
！
金
持
神
社
で
ご
利
益
に
あ
や
か

ろ
う
と
記
念
写
真
。ま
た
、
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
日

南
道
の
駅
で
は
、
木
造
社
屋
で
自
然
を
バ
ッ
ク
に
昼

食
。名
産
品
の
ト
マ
ト
加
工
品
や
農
産
物
を
買
い
込
み

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
お
知
ら
せ
で
す
、
11
月
例
会
は
、
蒜
山
高
原

の
紅
葉
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー
村
散
策
の
ツ
ア
ー
を
予
定
し

て
い
ま
す
。（
や
し
ろ
歩
こ
う
会
・
三
上
一
治
）

や
し
ろ
歩
こ
う
会
９
月
例
会

金持神社で記念写真 !　さて、ご利益はいかに…

飲食リレーで「青汁」を一気飲みする参加者

　

昨
年
10
月
に
発
生
し
た
鳥
取
県
中
部
地
震
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。今
回
の
地
震
を
教
訓

と
し
た
防
災
へ
の
取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
、
館
報
専
門
委
員
会
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。18
自
治
公
民
館
の
う
ち
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
12
自
治
公
。こ
の
う
ち
自
主
防
災
組

織
の
全
面
的
な
見
直
し
を
検
討
し
た
の
は
、
自
主
防
災
組
織
を
も
っ
て
い
る
が
、「
あ
る
程
度
」し
か

機
能
し
な
か
っ
た
と
答
え
た『
防
災
先
進
自
治
公
』。一
方
、
防
災
組
織
を
持
た
な
い
自
治
公
は
防
災

組
織
の
整
備
に
つ
い
て「
実
施
し
て
い
な
い
」と
い
う
二
極
化
が
み
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
32
回
や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り

（
主
催
╱
社
地
区
振
興
協
議
会
・

社
公
民
館
）
の
委
員
会
（
牧
社
地

区
振
興
協
議
会
会
長
）
が
こ
の
ほ

ど
開
か
れ
、
ま
つ
り
を
総
括
す
る

と
と
も
に
同
ま
つ
り
の
決
算
が

表
の
通
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
横
田
が
総
合
優
勝
を
飾
る

自主防災活動についてのアンケート
地
震
後
8
自
治
公
（
回
答
12
）
が
地
震
へ
の

対
応
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持
つ

社
大
運
動
会

　

地
区
の
皆
様
の
作
品
展
示
を
し
ま
す
。た

く
さ
ん
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

作
品
は
、
社
会
部
に
集
約
し
て
頂
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
軽
食
・
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
あ
り
。屋
台
も
今
年
は
公
募
し
ま

す
！

　

も
ち
販
売
も
あ
り
ま
す
！
皆
様
の
た
く

さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
12
日（
日
）9
時
〜
15
時

▽
場
所　

社
公
民
館

▽
屋
台
応
募
〆
切　

10
月
16
日（
月
）

第32回やしろ五輪まつり決算報告

■ 支出の部

項　　目 　　　　　　

五輪供養

奉納演芸

子ども広場謝金  

協力団体等

司会者

広告宣伝費  

会場設営

原材料費

抽選会

機械借上げ

事　務　費

食糧費

備品費

予備費

合　　計 

95,000

143,200

160,000

20,000

45,810

338,300

404,673

110,440

362,756

68,921

310,540

0

29,318

2,088,958

■ 収入の部 

項　　目 　

寄付金（自治公関係） 1,059,600

寄付金（企業関係） 466,000

市補助金 500,000

雑収入 45,677

繰越金 255,081

合　　計 2,326,358

収入額  ―  支出額  =  差引合計

2,326,358 ̶ 2,088,958 = 237,400

＊237,400円は次年度へ繰り越し

第32回

加
藤　

勇

「
最
高
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
」

全
面
的
に
防
災
組
織
を
見
直
す
自
治
公
も

国
府
、
大
谷
茶
屋
、
横
田
自
治
公
民
館

NO.316

ペンリレー

（
和
田
）

行った

無回答

行って

いない ある程度

機能した

無回答

機能しな

かった

全面的に

検討した

3

5

5

2

11

3

2 2

無回答

現状維持

行った

行って

いない 検討した

ある程度

検討した

検討して

いない 実施していない

質問①地震後、自治公民館で
地震への対応について話し
合いを行いましたか

質問②自主防災組織は地震
発生時、機能しましたか

質問③自主防災組織の
見直しを検討しましたか

質問①地震後、自治公民館で
地震への対応について話し
合いを行いましたか

質問②自主防災組織の整備
について検討しましたか

質問③実際に自主防災組織
の整備を実施しましたか

●自主防災組織のある自治公民館様へのアンケート（回答/8公民館）

●自主防災組織のない自治公民館様へのアンケート（回答/4公民館）

3

1

11

2 4



町
の
は
じ
ま
り

町
の
こ
れ
か
ら

取材日/平成29年9月5日他

館長の牧尚志さん、元館長・

岡本さんに取材しました

★第9弾★

大谷茶屋編

ふ
み
ち
ゃ
ん
が
ゆ
く
！

社
突
撃
レ
ポ
ー
ト

牧館長
集落支援員

ふみちゃん

【
取
材
後
記
】

ふ
み
ち
ゃ
ん
の

大
谷
茶
屋
レ
ポ
ー
ト

上空から見た大谷茶屋

★
ま
ち
の
は
じ
ま
り

★
ま
ち
の
特
徴
・
自
慢

町
の
特
徴
・
自
慢

の
粘
土
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
で
い
う
ダ
ブ
ル
ワ
ー

公
が
誕
生
し
、
平
成
11
年
に

行
政
区
と
な
っ
た
大
谷
茶

屋
。
比
較
的
新
し
い
ま
ち
だ

と
思
っ
て
い
た
そ
の
名
前

は
、
百
年
以
上
の
歴
史
を

持
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
な
ど
あ

ま
り
な
さ
そ
う
な
大
谷
茶
屋

で
す
が
、
強
い
て
言
う
な
ら

ば
、
昭
和
63
年
建
築
の
公
民

館
。
敷
地
い
っ
ぱ
い
に
建
っ

て
い
る
の
で
、
車
が
一
台
も

停
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
敷
地
に

1
台
も
車
が
置
け
な
い
公
民

館
は
、
他
に
は
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
運
動
公
園
も
公
民

館
と
は
離
れ
て
い
る
し
、
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た
ま

ち
と
は
い
え
、
こ
れ
か
ら
高

齢
化
が
進
め
ば
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
や
災
害
時
に
遠
慮
な

く
使
え
る
空
き
地
は
必
要
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
31
年
に
は
行
政
区

「
大
谷
茶
屋
」
誕
生
20
周
年
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
団
結
力
と

行
動
力
を
維
持
し
、
個
々
の

機
動
力
を
発
揮
し
て
、
起
こ

り
う
る
様
々
な
課
題
も
ク
リ

ア
し
て
い
か
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

修
正
と
書
か
れ
た
倉
吉
周
辺

の
地
図
に
「
大
谷
茶
屋
」
の
地

名
が
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

　

軍
が
行
政
区
で
は
な
い
地

名
を
記
載
す
る
の
か
疑
問
に

残
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
遅
く

と
も
昭
和
７
年
ま
で
に
は

「
大
谷
茶
屋
」
と
い
う
地
名
が

一
般
的
に
広
く
知
ら
れ
、
使

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で

き
ま
す
。
昭
和
23
年
に
自
治

　

今
回
は
、
牧
館
長
と
元
館

長
の
岡
本
さ
ん
に
じ
っ
く
り

と
お
話
を
聞
き
、
自
分
な
り

に
も
調
べ
て
大
変
な
発
見
も

し
て
し
ま
っ
た
（
笑
）
印
象
深

い
取
材
と
な
り
ま
し
た
。
あ

あ
、
う
ち
の
じ
い
ち
ゃ
ん
も

三
男
坊
だ
っ
た
よ
な
、
き
っ

と
苦
し
か
っ
た
ろ
う
な
、
と

か
昭
和
初
期
に
思
い
を
馳
せ

る
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
記
事
が
、
さ
ら
に
茶

屋
が
進
化
す
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
幸
せ
で
す
。
取
材
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
住
民
交
流
等
を
積
極
的
に

行
な
っ
て
い
る
。

・
共
助
の
取
組
み
の
基
礎
で

あ
る
団
結
力
、
個
々
の
住
民

の
行
動
力
が
す
ば
ら
し
い
！

・
自
治
公
加
入
78
戸　

総
人

口
２
６
６
名
・
世
帯
数
１
０

８
世
帯
（
29
年
8
月
末
現
在
）

・
社
地
区
で
唯
一
「
福
祉
部
」

が
あ
り
、
週
１
回
の
「
な
か
よ

し
茶
屋
」
の
開
催
な
ど

よ
り
、
行
政
区
と
し
て
の
大

谷
茶
屋
が
誕
生

・
昭
和
７
年
に
修
正
測
量
さ

れ
た
日
本
陸
軍
参
謀
本
部
作

成
の
地
図
に
「
大
谷
茶
屋
」

の
記
載
を
発
見
！
自
治
公
誕

生
前
か
ら
地
名
と
し
て
認
知

さ
れ
て
い
た
可
能
性
？

・
倉
吉
市
が
誕
生
す
る
前
、

昭
和
23
年
に
大
谷
か
ら
分
離

独
立
し
て
自
治
公
民
館
活
動

を
開
始
。
行
政
区
で
い
う
不

入
岡
、
和
田
な
ど
の
一
部
も

含
ま
れ
て
い
た
。

・
平
成
11
年
６
月
４
日
、
町

等
の
区
域
の
新
設
等
告
示
に

　

突
撃
レ
ポ
第
9
弾
は
大
谷
茶
屋
で
す
。
着
任

以
来
福
祉
部
「
な
か
よ
し
茶
屋
」
に
も
何
度
も
お

邪
魔
し
て
お
り
ま
す
が
、
個
人
的
に
は
そ
の
昔
、

高
校
時
代
か
ら
二
十
歳
の
頃
ま
で
、
県
道
沿
い

の
某
喫
茶
店
で
当
時
の
想
い
人
と
逢
瀬
を
重
ね

た
思
い
出
の
地
で
も
あ
り
ま
す
（
笑
）
元
気
か
な

ぁ
…
（
遠
い
目
で
空
を
見
上
げ
る
ふ
み
ち
ゃ
ん
）

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
！
支
援
員
と
し
て
着
任
後

様
々
な
行
事
に
参
加
し
て
き
て
、
他
集
落
と
は

か
け
離
れ
た
ダ
ン
ト
ツ
の
結
束
力
を
感
じ
る
ま

ち
が
「
大
谷
茶
屋
」
で
し
た
。
果
た
し
て
そ
の
秘

密
は
？
何
が
こ
れ
ほ
ど
ま
ち
の
結
束
力
を
高
め

て
い
る
の
か
？
昔
の
お
話
、
今
の
お
話
様
々
伺

う
中
か
ら
見
え
て
き
た
こ
の
ま
ち
の
魅
力
を
、

私
な
り
に
精
一
杯
！
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で
ま
と

め
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

た
20
軒
あ
ま
り
の
世
帯
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
の

祖
父
も
昭
和
３
年
に
分
家
し

て
、
生
活
は
楽
で
な
か
っ
た

と
聞
い
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
次
男
坊
・
三
男

坊
が
、
江
戸
時
代
終
わ
り
に

現
在
の
県
道
倉
吉
由
良
線
が

建
設
さ
れ
、
茶
屋
も

で
き
て
い
た
現
在

の
地
に
新
天
地
を

求
め
た
。

　

開
拓
し
農
業
に

従
事
す
る
だ
け
で

な
く
、
上
神
に
良
質

　

倉
吉
市
が
誕
生
す
る
少
し

前
、
昭
和
23
年
に
自
治
公
民

館
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
た

大
谷
茶
屋
。
現
在
、
鳥
取
県
園

芸
試
験
場
生
物
工
学
研
究
室

の
施
設
と
な
っ
て
い
る
土
地

に
は
、
大
正
初
期
か
ら
「
大
谷

の
運
動
場
」
が
あ
り
、
鳥
取
県

内
・
全
山
陰
の
各
種
陸
上
競

技
大
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

大
谷
茶
屋
自
治
公
民
館
は

当
初
、
和
田
・
不
入
岡
の
一

部
世
帯
と
大
谷
か
ら
出
自
し

ク
で
土
器
（
七
輪
等
）
を
作
っ

て
売
っ
て
生
計
を
立
て
て
い

た
。
そ
ん
な
「
茶
屋
魂
」
の

ル
ー
ツ
と
も
思
え
る
お
話
が

伺
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
補
足
調
査
の
中

で
、
大
変
な
も
の
を
見
つ
け

て
し
ま
い
ま
し
た
！
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
、
日
本
陸

軍
参
謀
本
部
が
測
量
作
成
し

た
明
治
後
期
〜
昭
和
の
地
図

が
見
ら
れ
る
と
の
情
報
を
得

て
ア
ク
セ
ス
し
た
と
こ
ろ
、

明
治
31
年
作
成
・
昭
和
７
年

.
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昭和６３年建築の公民館

帝国陸軍参謀本部が測量作成した地図に大谷茶屋が

運動広場周辺に植樹された桜には

玉伯焼のプレート

「大谷茶屋」誕生を告示する県公報

現在の県園芸試験場の場所には、大正初期から「大谷の運動場」があった

　

自
治
公
加
入
戸
数
78
戸
・

総
人
口
は
2
6
6
名
。
65
歳

以
上
の
人
口
は
75
名
（
28
・

2
％
）
、
55
歳
以
上
は
１
２
１

名
（
45
・
5
％
）
で
、
数
値
的

に
は
準
限
界
集
落
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
高
齢
化
が
顕
著

な
の
は
い
ず
こ
も
同
じ
で
、

決
し
て
油
断
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

昭
和
23
年
自
治
公
民
館
と

し
て
独
立
し
た
時
は
、
全
戸

一
丸
と
な
っ
て
山
か
ら
材
木

を
切
り
、
運
び
、
製
材
し
、
大

工
学
校
の
教
材
と
し
て
公
民

館
を
建
設
。
そ
の
40
年
後
の

昭
和
63
年
、
現
在
の
公
民
館

を
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て

建
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
主
が
圧
倒
的
権
限
を
持

ち
、
長
男
が
全
て
を
引
き
継

ぐ
「
家
制
度
」
を
定
め
た
民
法

は
、
戦
後
日
本
国
憲
法
が
施

行
さ
れ
よ
う
や
く
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
初
期
、
そ
の
制

度
の
た
め
に
弾
か
れ
、
こ
の

地
を
拓
き
、
根
を
張
り
、
自
分

た
ち
の
生
活
の
基
礎
を
地
道

に
築
き
上
げ
て
き
た
、
あ
る

意
味
パ
イ
オ
ニ
ア
と
も
呼
び

た
く
な
る
開
拓
者
魂
。
そ
れ

育
っ
た
ま
ち
に
愛
着
を
持
っ

て
ほ
し
い
。
そ
の
思
い
か
ら
、

「
ぼ
く
の
・
わ
た
し
の
桜
」
を

子
ど
も
た
ち
に
決
め
て
も

ら
っ
た
と
い
う
話
も
心
が
温

ま
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
、
根
底
に
あ
る
の

は
暮
ら
す
ま
ち
へ
の
愛
情
の

外
に
は
な
い
。
そ
ん
な
気
が

し
ま
す
。

が
今
の
大
谷
茶
屋
の
団
結

力
・
行
動
力
の
根
底
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。

昨
年
の
鳥
取
県
中
部
地
震
の

時
に
は
、
平
日
の
昼
間
と
い

う
時
間
帯
に
も
関
わ
ら
ず
、

炊
き
出
し
、
高
齢
者
宅
へ
の

声
掛
け
、
空
き
巣
対
策
の
町

内
巡
回
な
ど
、
館
長
の
指
揮

だ
け
で
な
く
住
民
の
自
発
的

な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
共

助
の
基
礎
は
自
助
で
あ
り
、

自
分
の
ス
キ
ル
や
経
験
を
活

か
し
て
助
け
る
人
に
な
る
、

そ
の
個
々
の
機
動
力
の
凄
さ

に
は
脱
帽
で
す
。

　

運
動
広
場
の
周
辺
に
植
え

ら
れ
た
桜
の
木
に
は
、
今
も

陶
板
で
作
ら
れ
た
名
札
が
あ

り
ま
す
。
自
分
が
生
ま
れ
て



招
く
か
に
東
屋
の
辺
の
初
紅
葉

い
ま
一
度
夫
と
花
野
を
歩
き
た
し

虫
の
音
の
い
つ
し
か
や
み
て
夜
の
更
け
る

虫
の
音
や
ひ
た
と
止
み
た
る
人
影
に

登
校
の
子
に
逃
げ
惑
う
稲
雀

無
沙
汰
せ
し
恩
師
の
訃
報
九
月
か
な

小
ぶ
り
で
も
色
艶
深
し
秋
茄
子

大
根
蒔
く
申
し
分
な
き
畑
湿
り

行
く
末
は
は
か
ら
ぬ
ま
ま
に
今
朝
の
秋

（
十
月
の
歳
時
記
よ
り
　
牧
田
賀
寿
恵
選
）

婚
の
荷
に
添
え
や
る
二
袋
今
年
米

木
の
葉
散
る
音
を
小
枝
に
残
し
つ
つ

「
ロ
ボ
ッ
ト
」

社
句
会

社
川
柳
会
375

235

ロ
ボ
ッ
ト
は
ク
ー
ラ
ー
な
ん
か
い
ら
な
い
ね

ロ
ボ
ッ
ト
か
味
気
な
い
世
に
な
り
そ
う
だ
　

青
田
に
も
薬
剤
散
布
ロ
ボ
ッ
ト
で

わ
た
し
よ
り
目
を
光
ら
せ
る
掃
除
ロ
ボ

ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
科
学
者
称
え
た
い

ロ
ボ
ッ
ト
の
介
護
は
受
け
ぬ
ス
ク
ワ
ッ
ト

ロ
ボ
ッ
ト
が
八
十
の
介
護
は
無
理
と
言
う

夫
婦
間
操
り
糸
を
妻
が
持
つ

ロ
ボ
ッ
ト
が
話
し
相
手
を
し
て
く
れ
る

ロ
ボ
ッ
ト
と
会
話
で
き
れ
ば
癒
さ
れ
る

「
ル
ン
バ
」
欲
し
筋
力
が
減
る
止
め
に
す
る

そ
の
内
に
皆
ロ
ボ
ッ
ト
に
仕
切
ら
れ
る

ロ
ボ
ッ
ト
は
老
人
ホ
ー
ム
な
ご
ま
せ
る

ロ
ボ
ッ
ト
と
云
え
ば
鉄
腕
ア
ト
ム
で
し
ょ
う

近
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
あ
ふ
れ
人
は
見
ず

吉
田
や
す
子

秋
藤
　
洋
子

伊
藤
一
七
子

小
椋
　
恭
子

永
見
　
松
明

西
尾
　
良
子

早
田
　
圭
吾

牧
田
賀
寿
恵

村
本
普
喜
子

大
橋
　
鼠
洞

田
中
　
静
龍

吹
　
苑

瑛
　
子

み
え
こ

理
　
子

登
美
子

雄
　
大

シ
ゲ
ヨ

す
み
れ

か
ず
え

　
緑

け
い
こ

春
　
優

佳
代
子

義
ち
ゃ
ん

一
〇
九
三

やしろ健康ハロウィンウォーク

な
す
び

つ
ま

第
2
回
陶
芸
教
室

緑
石
の
詩
の
朗
読
者
を
募
集

『
体
感
♪
か
ら
だ
想
い
の
美
味
し
い
薬
膳
』

（
指
導
・
小
林
和
子
先
生
）

（
指
導
・
矢
田
彰
儀
氏
）

足
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

社
公
民
館
主
催
事
業

社
・
高
城
・
北
谷
地
区

合
同
女
性
交
流
会

　

や
し
ろ
健
康
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
よ
う

▽
日
時　

10
月
22
日（
日
）

　
　
　
　

８
時
30
分
集
合

▽
場
所　

社
公
民
館

▽
コ
ー
ス　

社
公
民
館
↓
秋

喜
公
民
館
（
W
C
）
↓
黒
見
↓

鈴
宅
寺（
W
C
）
↓
社
公
民
館

＊
豚
汁
・
お
に
ぎ
り
無
料

＊
今
年
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に

ち
な
ん
で
、
仮
装
で
の
参
加

者
大
歓
迎
！
参
加
賞
・
仮
装

大
賞
も
あ
り
ま
す
。

▽
参
加
申
込
〆
切　

10
月
16

日
（
月
）
社
公
民
館
（
☎
2
8

Ⅰ
2
1
5
5
）ま
で

　

☆
10
月
は
、
前
半
に
長
雨
の
続
く
地
方
も
あ
り
ま
す
が
天
候
は

周
期
的
に
変
わ
り
、
比
較
的
、
上
天
気
に
恵
ま
れ
る
月
で
す
。
山

野
を
散
策
し
て
秋
色
を
探
る
絶
好
の
季
節
で
す
。

　

次
回
の
社
句
会
は
10
月
２
日
（
月
）
で
す
。
社
公
民
館
を
会
場

に
午
後
２
時
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　

☆　

次
の
課
題
は
「
わ
く
わ
く
」「
雨
」
で
す
。
10
月
15
日
（
日
）

ま
で
に
公
民
館
へ
。
尚
19
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
「
川

柳
会
」
を
開
き
ま
す
。
ご
参
加
下
さ
い
。

　社小学校の体育施設を利用して、

だれでもスポーツを楽しめる日で

す。事前の申込みは必要ありませ

ん。運動ができる服装でお越しくだ

さい。 

☆日時　１１月１３日（月）

　　　　20：00～ 22：00

☆内容　ソフトバレーボール

　　（社女子バレーボールリーグ・社スマイリー）

☆場所　社小学校体育館

☆持ってくるもの　飲み物・タオ

ル・上履き

住民スポーツの日
　今月は日程を変更して開催致し

ます。社公民館にある卓球台を開

放します。お 1 人様でも・仲間を

誘ってでも気軽にお越しください。

ラージ卓球もご利用できます。

☆日　時　10 月3日（火）

☆時　間　9：30～11：30

☆場　所　社公民館

☆持ち物　ラケット・上履き・飲

み物

※使用料・申込みは不要です。ラ

ケットの無い方は、貸し出します。

オープン卓球ＤＡＹ
　今回の教室は健康講演会

を開催します。同時に体組成

計の測定もします。食欲の秋

に向けて、自分の健康状態を

観察して、健やかで幸せにな

りましょう。

☆日時　10月12日（木）

　　　　10:00～

☆場所　社公民館

☆講師　倉吉市保健センター

健幸づくり教室

　

薬
膳
に
は
「
薬
く
さ
い
」

や
「
難
し
い
」
な
ど
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
実
は

身
近
な
食
材
で
家
庭
で
も
美

味
し
く
で
き
る
ん
で
す
♪

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
い
薬
膳
料
理
に
つ
い
て
、

為
に
な
る
お
話
と
美
味
し
い

食
事
で
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

▽
日
時　

11
月
8
日
（
水
）

9
時
30
分
〜
13
時

▽
集
合　

９
時
20
分
ま
で
に

社
公
民
館
集
合
☆
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
３
地
区
を
回
り
、
会

場
へ
向
か
い
ま
す
。

▽
会
場　

薬
膳
食
堂
め
ぐ
り

（
関
金
町
安
歩
）

▽ 

講
師　

岸
本
康
子
さ
ん

▽
参
加
費　

❶
８
５
０
円
（
ラ
ン
チ
の
み
）

参

加

者

全

員

が

同

じ

メ

ニ
ュ
ー

❷
1
、
０
５
０
円
（
デ
ザ
ー

ト
付
）

❸
1
、
２
５
０
円
（
デ
ザ
ー

ト
、
食
後
コ
ー
ヒ
ー
付
）

▽
日
程　

①
10
時
〜
「
薬
膳

学
習
」②
11
時
〜
「
会
食
」③

12
時
〜
「
宝
製
菓
ス
イ
ー
ツ

ラ
ン
ド
」

▽
申
込
み　

10
月
13
日
（
金
）

ま
で
に
社
公
民
館
（
☎
２
８

Ⅰ
2
1
5
5
）
へ
申
込
み
下

さ
い
。

②公民館主催事業にご参加下さい TEL.0858-28-2155

参
加
者
募
集

参加者募集
　

9
月
14
日
（
木
）
健
幸
づ
く

り
教
室
で
足
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー

ジ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
林
和
子
先
生
の
出
雲
弁

の
ト
ー
ク
を
交
え
て
の
教
室

は
、
日
頃
じ
っ
く
り
観
察
す

る
事
の
な
い
足
裏
を
観
察
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
自
分

の
健
康
状
態
を
自
問
自
答

し
、
楽
し
く
も
あ
り
、
ま
た

ち
ょ
っ
と
痛
く
も
あ
る
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
家
で
も

棒
を
使
っ
て
足
裏
を
マ
ッ

サ
ー
ジ
し
て
健
康
に
秋
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！

　

8
月
30
日
（
水
）
黒
見
焼
き

の
矢
田
彰
儀
氏
を
講
師
に
迎

え
、
思
い
思
い
の
作
品
作
り

を
し
ま
し
た
。

　

陶
芸
は
初
め
て
と
い
う
方

の
参
加
も
あ
り
、
ろ
く
ろ
の

ま
わ
し
方
、
粘
土
の
感
触
と
、

仕
上
げ
て
い
く
過
程
の
難
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
も
先
生
に

ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
焼
き
上
が
り
が

楽
し
み
で
す
。

倉吉市

公民館まつり
　

生
誕
百
二
十
年
、
社
の
生
ん
だ
自
由
律
詩
人
・
河

本
緑
石
作
八
十
行
か
ら
な
る
「
社
に
送
る
詩
」
の
朗
読

者
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
倉
吉
未
来
中
心
で
社

の
青
年
団
へ
向
け
た
緑
石
の
詩
を
市
内
の
み
な
さ
ん

に
朗
読
し
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
社
公
民
館
ま
で
。
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